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シ
シ
、
シ
カ
な
ど
野
生
動

物
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を
防
ぐ

垣Zた
のめ
跡
が江
残戸
る時
。代

九築
九か
四れ
年た
に猪t

伊
那
市
史
跡
の
指
定
を
受
け
、
土

塁
の
上
に
乱
ぐ
い
を
連
ね
た
木
柵

が
復
元
さ
れ
た
。

猪
垣
が
い
つ
造
ら
れ
た
の
か
は

定
か
で
は
な
い
が
、
寛
保
元
(
一

七
四
一
)
年
と
文
化
五
(
一
八
O

八
)
年
に
大
規
模
な
修
繕
工
事
が

行
わ
れ
た
記
録
が
あ
る
。
文
化
五

年
の
工
事
で
は
複
数
の
村
が
協
力

し
、
延
べ
七
千
人
以
上
も
の
村
人

動
物
と
人
間
闘
い
の
歴
史

〈伊那市西春近〉諏訪形の猪垣

復
元
さ
れ
た
諏
勧
形
の
猪
垣
の
木
柵
H

伊
那
市
西
春
涯
で

が
働
い
た
。

命
の
糧
の
農
地
を
守
る
村
人
に

と
っ
て
、
猪
垣
は
獣
を
山
に
追

い
返
す
最
後
の
と
り
で
だ
っ
た
。

木
柵
は
現
在
の
宮
田
村
ま
で
続

い
て
い
た
と
さ
れ
、
多
く
の
労

力
と
資
金
が
長
い
間
費
や
さ
れ

た
。野
生
動
物
に
よ
る
被
害
は
今
も

絶
え
ず
、
南
信
地
域
の
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
自
治
体
は
駆

除
に
力
を
入
れ
る
が
、
担
い
手
の

猟
友
会
は
高
齢
化
が
著
し
い
。
山

に
精
通
し
、
猟
銃
を
扱
え
る
会
員

が
激
減
す
る
中
、
現
代
版
の
「
猪

垣
」
と
い
え
る
電
気
柵
が
各
地
で

見
ら
れ
る
。

標
高
約
七
百
M
。
山
裾
に
建
ひ

る
猪
垣
は
、
野
生
動
物
と
人
間
と

の
長
い
闘
い
の
歴
史
を
物
語
る
。

(
中
山
道
雄
)
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